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この課題の回避策としては、例えば次の２つの方法が考えられる。 

① オンライン申請の拡大など、資格取得・喪失手続の効率化により、情報

更新のタイムラグを減尐させる。 

② 保険資格の取得届があったことにより、喪失届がなくても中継ＤＢ上の

情報を更新する（届出の取得優先）ほか、中継ＤＢを活用した保険者間の

情報連携により、国民健康保険の保険者である市町村において、被用者健

保の資格喪失後、他の医療保険制度等に加入していない事実を効率よく把

握できるようにすることにより、取得届・喪失届が提出されないことによ

るタイムラグを減尐させる（図４－２参照）。 
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図４－２：医療保険者を異動した際の情報の流れ《将来》 

 

なお、これらの方法により一定程度のタイムラグの解消は可能となるが、

例えば国民健康保険の場合、資格を取得してから 14 日以内に届け出ればよ

いこととされており、タイムラグは完全に解消するわけではない。したがっ

て、資格取得・喪失手続の効率化に伴い届出期間自体の見直しが可能かどう

か等を含め、こうした届出期間内の資格確認の処理ルール等について更に詳

細に検討する必要がある。 
                                                                                                                                                     

化していない。社会保障カード（仮称）の場合は、保険者を異動しても同じカードを保有

し続けるため、この課題が顕在化する。 




